
（別紙３）

～ 令和8年　３月　３１日

（対象者数） 9名 （回答者数）
9名

～ 令和8年　３月　３１日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・出来た事を褒め、児童が自信

をもてるように支援する。

2

・児童が意欲的に参加できるよ

うに、職員も一緒に行い楽しく

参加できるようにしている。

3

・児童や保護者が気兼ねなく話

しが出来るように、職員からを

声掛けを行うようにしている。

改善に向けて必要な取組や工夫

が必要な点等

○事業所名 児童デイサービス　太やん　　（テヤン）

○保護者評価実施期間
令和7年　４月　１日

○保護者評価有効回答数

令和7年　４月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　４月　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取

組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・「ひとりでできた」が増えるように支援してい

る。

・目標は達成しやすいように、スモールス

テップで立てている。

・活動を充実させている。 ・曜日ことに分けて活動している。

・児童、保護者に悩みがある際に、相談しやすいよ

うに環境つくりをしている。

・児童が見て分かるように、視覚化で日課

の表示や始まりの会で口頭で伝えている。

・送迎時や迎え時に保護者と話す時間を

作っている。

事業所における自己評価総括表公表



1

・長期休暇を利用し、地域交流

を取れるように

子供会等と連携していきたい。

2

・情報を集め、保護者へ発信出

来るようにしてい

きたい。

3

・地域の児童クラブや児童館等との交流や活動への

参加が出来ていない。

・地域行事の日時等が事業所の開所時間外

の開催が多かった為、行う事が出来なかっ

た。

・家族を参加対象としたペアレント・トレーニング

等の研修を開催する事が出来なかった。

・ペアレント・トレーニング等の研修情報

を得る

機会がなかった。


